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オーロラ酸素イオン発光の光学観測とモデル計算との比較

Comparison between observation and model calculation on auroral oxygen ion emission
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 国立極地研究所が開発し、スピッツベルゲン島ロングイヤービエン（磁気緯度 75.2°）に設置したオーロラス

ペクトログラフ（ＡＳＧ）によりオーロラ中の酸素イオン発光[OII732/733nm]の観測が行われている。ＡＳＧは磁

気子午面に沿ったオーロラ発光強度の波長・空間分布を視野角 180°、波長範囲 447-766nm、波長分解能 2nm で観測

可能な装置である。これまで我々は酸素イオン発光の磁気地方時についての出現頻度分布・発光強度の統計解析や、

ＥＳＲ観測による電離圏パラメータと酸素イオン発光との関連について結果を示してきたが、今回は酸素イオン発

光を含むオーロラ輝線のスペクトル観測とモデル計算によるオーロラ発光との比較について述べる。

 オーロラ発光のモデル計算は、２流体近似による電子輸送方程式を用いて入射電子の特性エネルギーとエネル

ギーフラックスをパラメータとして OI558nm、OI630nm、OII732/733nm について行い、2000 年 12 月 8日 0756UT に

おけるＡＳＧの観測で得られた磁気天頂における各輝線発光強度を再現するような入射電子特性エネルギーおよ

びエネルギーフラックスを推定した。波長間の発光強度比から特性エネルギーは 350eV と求められ、また各波長の

発光強度からエネルギーフラックスは 1.9erg/cm2/sec と求められた。このケースについては観測結果とモデル計

算結果は非常によい一致を示した。またモデル計算による発光高度分布は、OII732/733nm 発光の極大高度は

OI630nm のそれよりも高い高度のＦ領域に存在することを示したが、この結果も各輝線でのオーロラ発光の天頂角

の違いから幾何学的に求めた観測結果と一致した。これら観測とモデル計算の比較から、オーロラ中の酸素イオン

発光は低エネルギー電子による酸素原子の直接電離・励起によって発光していることが確かめられた。


